
2013

小千谷市小千谷市 http://www.city.ojiya.niigata.jp/http://www.city.ojiya.niigata.jp/ info@city.ojiya.niigata.jpinfo@city.ojiya.niigata.jp

201320132013201333.10.10
平成平成2 52 5年年33月月 1 01 0日発行日発行

第第9 0 99 0 9号号

●今月の主な内容
第37回おぢや風船一揆   2 ～ 3
3月は自殺対策強化月間   4 ～ 5
4月1日からガス料金が変わります   6 ～ 7
信濃川河岸段丘ウォーク参加者募集   8
育成・未熟児養育医療給付申請窓口が変わります   12
お知らせ・健診日程   13 ～ 15

　2月23日㈯、おぢや風船一揆が開催
されました。
　あいにくの悪天候でしたが、平沢会
場の雪上ジャンボすべり台では、おお
ぜいの子どもたちがそり遊びを楽しん
でいました。（詳細は2・3ページ）

雪にも負けず！雪にも負けず！
第37回おぢや風船一揆
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第37回第37回

おぢやおぢや
風船風船
一揆一揆

　　　　　　　　　　2月23日㈯、第37回「おぢや風船一揆」
　　　　　　　　　が開催されました。今年は暴風雪に見舞わ
　　　　　　　　 れ、西中会場の熱気球競技フライトがすべ
　　　　　　　  て中止となったほか、平沢会場でも一部のア
　　　　　　　トラクションを中止しての開催となりました。
　　　　　　 　小千谷の大空に浮かぶ気球は見ることができ
　　　　　 ませんでしたが、昨年、21年ぶりに復活した「ぼ
　　　　 こ上げ」や熱気球試乗体験などのイベントが行われ、
　　　 おおぜいの方が会場を訪れました。
　　 　また、夜に行われたグローバルーンフェスティバルで
　 は、雪の舞う中、バーナーの炎と花火が幻想的な世界を作
り出しました。

37th Ojiya Fusen Ikki　- Photo Gallery -37th Ojiya Fusen Ikki　- Photo Gallery -

おぢや風船一揆

フォトギャラリーフォトギャラリー

1うまいもの広場2グローバルーンフェスティバル

11

22

△熱気球試乗体験
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3スノートレイン
4凧絵付け体験教室
56ぼこ上げ
7雪・墨・画
8おぢや風船一揆交歓パーティー
9雪像コンテスト製作風景

44 33

55

66

77

88

99

雪のアート　雪像コンテスト雪のアート　雪像コンテスト
▷第1位／幼年消防クラブ小千谷幼稚園なかよしチーム
▷第2位／どっこいしょ56
▷第3位／上片貝友和会
▷ごうぎだのぉ賞／
　幼年消防クラブつくし幼稚園つくしゲンキーズ
▷こればっかしゃで賞／若草野球スポーツ少年団
▷いいねっか賞／小千谷ライオンズクラブ 幼年消防クラブ

小千谷幼稚園なかよしチーム どっこいしょ56

上片貝友和会
幼年消防クラブ
つくし幼稚園つくしゲンキーズ 若草野球スポーツ少年団 小千谷ライオンズクラブ

土川成年会 ニコニコレインボーチーム 平沢町内会 スリーブッズ
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3
月
は
自
分
や
家
族
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

時
期
で
す
。
こ
の
時
期
の
生
活
の
変
化
は
、
時
に
悩
み

の
大
き
な
原
因
と
な
り
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
影
響
を

与
え
ま
す
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
日
ご

ろ
の
健
康
管
理
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
す

ぐ
に
解
決
で
き
な
い
悩
み
が
続
い
た
り
、
悩
み
が
い
く

つ
も
重
な
っ
た
り
す
る
と
、
自
分
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ

の
１
番
弱
い
部
分
に
「
不
調
」
と
し
て
現
わ
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元

気
を
保
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

▽
食
事
や
睡
眠
、
早
め
の
休
養
で
日
々
の
疲
れ
を
蓄
積

　

さ
せ
な
い

▽
眠
れ
な
い
時
や
悩
み
が
あ
る
時
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
は

　

飲
ま
な
い

▽
病
気
に
な
っ
た
ら
、
不
調
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
か

　

か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る

▽
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
と
き
の
自
分
の
「
不
調
の
サ

　

イ
ン
」
を
知
っ
て
お
く

▽
毎
年
健
康
診
断
を
受
け
て
、
自
分
の
か
ら
だ
の
状
態

　

を
確
認
す
る

▽
解
決
で
き
な
い
ス
ト
レ
ス
は
自
分
な
り
の
解
消
法
で

　

う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
く

▽
普
段
か
ら
人
と
挨
拶
を
か
わ
し
、
話
す
機
会
を
持
つ

知
っ
て
く
だ
さ
い
、
自
殺
は
身
近
な
問
題
で
す

　

小
千
谷
市
の
自
殺
死
亡
率
は
、
新
潟
県
、
全
国
と
比

較
し
て
高
く
、
毎
年
10
〜
15
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
1
）

　

自
殺
は
、
人
が
悩
み
を
抱
え
て
孤
立
し
、
ど
う
し
よ

う
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
問
題
で
す
。
1
人
ひ
と
り
が
こ
こ
ろ
の
問
題

に
関
心
を
持
っ
て
、
身
近
の
大
切
な
人
を
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

1人で悩まず相談してください

　身近な人に相談できる人がいない、自分のことを知っている人に
は話せない、身近な人が悩んでいるがどうしたらいいかわからない、
そのような場合は、以下の窓口において、電話でも相談を受け付け
ています。プライバシ－は厳守されます。

相談時間 相談電話番号 受付時間など

健康センター保健係 83-3640 祝日を除く月～金曜日
午前8時30分～

午後5時15分小千谷地域こころのケアセンター 82-0290

魚沼地域振興局健康福祉部 025-792-8614

新潟県精神保健福祉センター 025-280-0113 祝日を除く月～金曜日
午前8時30分～午後5時

いのちとこころの支援センター（長岡） 88-0077 祝日を除く月～金曜日
午前8時30分～

午後5時15分

新潟いのちの電話相談センター（長岡） 39-4343 24時間受付

0120-738-556
フリーダイヤル（無料）フリーダイヤル（無料）

毎月10日
24時間受付

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

話
し
ま
せ
ん
か　

あ
な
た
の
悩
み　

心
の
声
を

20

25

30

35

40
小千谷市
新潟県
全国

平成 23年平成 22 年平成 21 年平成 20 年平成 19 年

※自殺死亡率とは、自治体の人口を10万人として計算した場
　合の割合です。人口10万人に対し、何人が自殺で亡くなっ
　ているかを表します。

グラフ1　自殺死亡率（人口10万人）の推移
　　　　　　【厚生労働省人口動態統計より】人



3月は自殺対策強化月間
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ハートフルセミナーフォローアップ講
座（公開セミナー）のご案内

　悩みを抱えた人に対して、「どうやって声を
かけたらいいんだろう」と悩んだことはありま
せんか。そんな疑問について講義と演習で学ぶ
講座です。
　日ごろから身近な人の相談を受けている人、
心の健康づくりや精神保健福祉のボランティア
活動に関心のある方ならどなたでも参加できます。
■日時／3月26日㈫午後1時30分～3時30分
■会場／健康センター
■内容／講話「あなたも身近なゲートキーパー
　元気がなくて気になる人に、どのように声を
　かけたらいい？」
■講師／廣田尚子さん（精神保健福祉士、魚沼
　地域振興局健康福祉部精神保健福祉相談員）
■受講無料
■申込締切／3月22日㈮
■申込・問い合わせ／健康センター保健係
　83-3640

あ
な
た
も
、
身
近
の
大
切
な
人
の
「
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
」
で
す

■
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
っ
て
な
に
？

　

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聴
い

て
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
身
近
な
存
在
の
こ
と
で
、「
こ

こ
ろ
の
門
番
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
相
手
の
話
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
っ
て
く

れ
る
人
で
す
。

■
ま
ず
は
声
を
か
け
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

　

挨
拶
す
る
だ
け
で
、
身
近
の
大
切
な
人
の
「
い
つ
も

と
違
っ
た
様
子
」
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
最

近
元
気
が
な
い
み
た
い
」「
集
ま
り
に
顔
を
出
さ
な
く

な
っ
た
」
な
ど
、
身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、

そ
っ
と
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
声
の
か
け
方
に
悩
ん
だ
ら
…

■
話
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
悩
ん
で
い
る
人

　

の
心
が
軽
く
な
り
ま
す

　

悩
ん
で
い
る
人
は
誰
に
で
も
話

が
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
話
を
聴
い
て
く
れ
る

と
感
じ
ら
れ
る
人
、
大
切
な
人
に

話
を
し
ま
す
。
声
を
か
け
て
相
手

が
話
を
し
て
く
れ
た
時
に
は
、
真

剣
に
話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

■
話
を
聴
く
と
き
の
注
意
点

▽
ま
ず
は
話
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
、
話
を
聴
き
ま

　

し
ょ
う

▽
相
手
を
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
悩
み
を
真
剣

　

な
態
度
で
聴
き
ま
し
ょ
う

▽
相
手
の
感
情
や
考
え
を
否
定
せ
ず
に
、
受
け
止
め
ま

　

し
ょ
う

▽
話
を
聴
い
た
ら
、「
大
変
だ
っ
た
ね
」「
話
し
て
く
れ

　

て
あ
り
が
と
う
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
伝
え
ま

　

し
ょ
う

▽
も
し
、「
死
に
た
い
」
と
打
ち
明
け
ら
れ
た
時
に
は
、

　
「
死
に
た
い
く
ら
い
、
つ
ら
い
ん
だ
ね
」
と
相
手
の

　

気
持
ち
を
受
け
止
め
、
そ
の
大
変
な
状
況
を
聴
き
ま

　

し
ょ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ま
た
会
っ
て
相
談
に

　

の
る
約
束
を
し
た
り
、
本
人
の
了
解
を
得
て
相
談
窓

　

口
に
状
況
を
伝
え
て
く
だ
さ
い

ゲートキーパーの心得

自ら相手とかかわるための心の準備をしま
　しょう
温かみのある対応をしましょう
真剣に聴いているという姿勢を相手に伝えま
　しょう
相手の話を否定せず、しっかりと聴きましょう
相手のこれまでの苦労を労いましょう
心配していることを伝えましょう
わかりやすく、かつゆっくりと話をしましょう
一緒に考えることが支援です
準備やスキルアップも大切です
自分が相談にのって困ったときのつなぎ先
　（相談窓口など）を知っておきましょう
ゲートキキーパー自身の健康管理、悩み相談
　も大切です

眠
れ
て
い
る
？

最
近
、

調
子
は
ど
う
？

ど
う
し
た
の
？

な
ん
だ
か
元
気
が
な
い
ね
。

な
に
か
悩
ん
で
る
？

わ
た
し
に
力
に
な
れ

る
こ
と
は
な
い
？

わ
た
し
で
良
か
っ
た
ら
、

話
し
て
ね
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係

 

83
・
3
6
4
0
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4
月
1
日
か
ら
ガ
ス
料
金
が
変
わ
り
ま
す

日
か
ら
ガ
ス
料
金
が
変
わ
り
ま
す

●一般契約旧料金表（3月31日まで適用分）

料金表区分 使用量 基本料金（税込）
調整単位料金（税込・1㎥あたり）

基準単位料金 原料費調整額 計

Ａ 0～23㎥ 　600.60円 94.86円

＋0.78円

95.64円

Ｂ 24～323㎥ 　699.30円 90.56円 91.34円

Ｃ 324㎥以上 1,818.60円 87.10円 87.88円

●モデル世帯（使用量：48㎥／月）の1か月あたりのガス料金（税込）

旧料金表 新料金表 増減額 改定率

5,083円／月 5,394円／月 311円／月 6.12％

※この比較では、上記の旧料金表と新料金表で計算していますので、毎月の料金とは異なります。

⇩

ガス料金
（税込） ＝ 基本料金

（税込） ＋ 基準単位料金
（税込） ± 原料費調整額

（税込） 　× 使用量（㎥）

調整単位料金（税込）

従量料金（税込）
●料金の算定方法

●一般契約新料金表（4月1日以降適用分）

料金表区分 使用量 基本料金（税込）
調整単位料金（税込・1㎥あたり）

基準単位料金 原料費調整額 計

Ａ 0～23㎥ 　600.60円 103.15円

－1.01円

102.14円

Ｂ 24～323㎥ 　700.35円   98.81円   97.80円

Ｃ 324㎥以上 1,819.65円   95.35円   94.34円

※毎月の原料費調整額を含む調整単位料金は、検針のお知らせに表示しますのでご確認ください。

※原料費調整額は毎月変わります。
■
都
市
ガ
ス
の
料
金
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
／　

ガ
ス
水
道
局
業
務
課
お
客
さ
ま
係

82
・
4
1
1
5

　

市
が
供
給
し
て
い
る
都
市
ガ
ス
の
料
金
を

　

市
が
供
給
し
て
い
る
都
市
ガ
ス
の
料
金
を
44
月月
11

日
㈪
か
ら
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
㈪
か
ら
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
都
市
ガ
ス
の
原
料
価
格
（
国
産
ガ
ス
価

　

こ
れ
は
、
都
市
ガ
ス
の
原
料
価
格
（
国
産
ガ
ス
価

格
）
が
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
と
、
地
球
温
暖
化
防
止

格
）
が
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
と
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
た
め
の
税
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現

対
策
の
た
め
の
税
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現

在
の
価
格
の
ま
ま
で
は
原
料
費
の
上
昇
分
を
料
金
で

在
の
価
格
の
ま
ま
で
は
原
料
費
の
上
昇
分
を
料
金
で

回
収
で
き
な
く
な
り
、
経
営
の
効
率
化
を
促
進
し
て

回
収
で
き
な
く
な
り
、
経
営
の
効
率
化
を
促
進
し
て

も
、
今
後
、
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業

も
、
今
後
、
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業

の
健
全
化
を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

の
健
全
化
を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

お
客
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
料
金
改
定
と
同
時
に
、
原
料
費
調
整
制
度

　

ま
た
、
料
金
改
定
と
同
時
に
、
原
料
費
調
整
制
度

に
お
け
る
基
準
平
均
原
料
価
格
の
見
直
し
を
行
い
ま

に
お
け
る
基
準
平
均
原
料
価
格
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

し
た
。

　

旧
料
金
で
は
、
平
成

　

旧
料
金
で
は
、
平
成
2323
年年
66
月月
〜〜
88
月
の
貿
易
統

月
の
貿
易
統

計
値
に
よ
る
平
均
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
を
基
に
基
準
平
均
原

計
値
に
よ
る
平
均
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
を
基
に
基
準
平
均
原

料
価
格
を

料
価
格
を
11
万万
8
1
3
0

8
1
3
0
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
料
金
で
は
、
平
成

新
料
金
で
は
、
平
成
2424
年年
66
月
〜
月
〜
88
月
の
貿
易
統
計

月
の
貿
易
統
計

値
に
よ
る
平
均
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
を
基
に

値
に
よ
る
平
均
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
を
基
に
22
万万
3
5
0

3
5
0
円円

と
し
ま
し
た
。

と
し
ま
し
た
。

　

原
料
費
調
整
制
度
に
伴
う
毎
月
の
ガ
ス
料
金
は
、

　

原
料
費
調
整
制
度
に
伴
う
毎
月
の
ガ
ス
料
金
は
、

検
針
の
お
知
ら
せ
、
ガ
ス
水
道
局
窓
口
、
市
ホ
ー
ム

検
針
の
お
知
ら
せ
、
ガ
ス
水
道
局
窓
口
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
ご
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
ご
案

内
し
ま
す
。

内
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

http://www.city.ojiya.niigata.jp/



4月 1日からガス料金が変わります
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引
っ
越
し
の
連
絡
は
お
早
め
に

　

引
っ
越
し
な
ど
で
、
ガ
ス
・
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
す
る
と
き
は
、
事

前
に
ガ
ス
水
道
局
へ
連
絡
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
直
前
の
連
絡
で
は
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
使
用
を
開
始
す
る
と
き

▽
ガ
ス
の
使
用
開
始
は
、
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。
法
令
で
定
め
ら
れ
た
点
検

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
か
ご
家
族
、
ま
た
は
家
主
の
方
の
立
ち
会
い

　

を
お
願
い
し
ま
す
。
立
ち
会
い
に
か
か
る
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

▽
水
道
の
み
の
使
用
開
始
の
場
合
、
メ
ー
タ
ー
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば

　

立
ち
会
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
使
用
開
始
に
は
、
開
栓
手
数
料

　

５
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
後
日
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
使
用
を
中
止
す
る
と
き

▽
ガ
ス
・
水
道
と
も
使
用
の
中
止
は
、
メ
ー
タ
ー
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
れ

　

ば
立
ち
会
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ー
タ
ー
が
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い

　

る
場
合
は
、
立
ち
会
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
使
用
の
中
止
に
は
、
中
止
ま
で
使
用
し
た
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
の
使
用
料

　

の
ほ
か
、
水
道
閉
栓
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
精
算
方
法
に

　

つ
い
て
は
、
受
付
時
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
に
つ
い
て

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
方
で
、
水
道
と
一
緒
に
開
始
・
中
止
す
る
時
は
、

改
め
て
連
絡
を
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
メ
ー
タ
ー
の
開
栓
・
閉
栓
作
業
に
つ
い
て

　

使
用
開
始
・
中
止
に
伴
う
メ
ー
タ
ー
の
開
栓
・
閉
栓
業
務
を
小
千
谷
管
工
事

協
同
組
合
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
作
業
に
お
伺
い
す
る
委
託
作
業
員
は
、
ガ
ス

水
道
局
発
行
の
開
閉
栓
作
業
員
証
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
ガ
ス
水
道
局
業
務
課
お
客
さ
ま
係

82
・
4
1
1
5

■
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力
を

　

新
し
い
料
金
を
正
確
に
適
用
す
る
た
め
に
、
3
月
分
の

検
針
を
確
実
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
の
周

囲
に
雪
や
障
害
物
が
あ
る
と
正
確
な
検
針
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
お
手
数
で
す
が
片
づ
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
が
屋
内
に
あ
る
場
合
で
、
検
針
期
間

中
に
お
留
守
に
さ
れ
る
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
の
指
針
を
読

み
取
り
、
玄
関
先
に
張
り
出
し
て
い
た
だ
く
な
ど
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

3
月
分
の
検
針
は
、
3
月

21
日
㈭
か
ら
27
日
㈬
ま
で
検

針
員
が
行
い
ま
す
。

■
新
し
い
料
金
は
4
月
の
検
針
分
か
ら

　

新
し
い
料
金
表
で
の
検
針
は
4
月
分
か
ら
始
め
ま
す
。

　

4
月
分
の
料
金
は
、
検
針
し
た
使
用
量
を
3
月
中
と
4

月
中
の
使
用
日
数
で
あ
ん
分
し
、
3
月
中
の
使
用
量
に
は

旧
料
金
表
を
、
4
月
中
の
使
用
量
に
は
新
料
金
表
を
適
用

し
て
計
算
し
、
そ
の
合
計
額
を
料
金
と
し
ま
す
。

　

新
旧
の
料
金
は
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
一
般
契
約

以
外
の
料
金
は
、
3
月
分
の
検
針
の
お
知
ら
せ
と
一
緒
に

配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●4月検針分のガス料金算定式

ガス料金 ＝
　旧料金表の適用期間のガス料金（ア） ＋ 新料金表の適用期間のガス料金（イ）

（ア）：日割りした旧基本料金＋旧料金表の調整単位料金×日数あん分した使用量
（イ）：日割りした新基本料金＋新料金表の調整単位料金×日数あん分した使用量

3月検針日の翌日

4月検針日における使用日数4月検針日における使用日数

（ア） 旧料金表の適用期間 （イ） 新料金表の適用期間

4月1日 4月検針日3月31日

お得な新料金メニュー
のご案内

　料金改定に併せて、4月
1日から次の料金メニュー
（選択約款）が新設されます。

●事業所用温水暖房契約

　店舗や作業所、事務所な
ど事業活動に使用する建物
や、併用住宅の事業目的に
使用する部分で温水暖房や
温水ヒーターを使用するお
客さま向けのメニューです。
■適用期間／
　12月分～翌年の4月分
■その他／
▷温水暖房専用ガスメータ
　ーの設置が必要です。配
　管工事が必要な場合、工
　事費はお客さま負担とな
　ります。
▷適用期間以外は一般契約
　の料金が適用されます。
　また、このメニューのご
　利用には所定の条件があ
　り、申し込みが必要とな
　ります。詳しくはお問い
　合わせください。
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新
緑
の
美
し
い
河
岸
段
丘
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

新
緑
の
美
し
い
河
岸
段
丘
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

コ
ー
ス
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の

　

コ
ー
ス
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
1212
㎞
か
ら

㎞
か
ら
5050
㎞
ま
で

㎞
ま
で
66

つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

■■
期
日
／

期
日
／
44
月月
2929
日
㈷
日
㈷

■■
コ
ー
ス
・
参
加
料
な
ど
／
下
表
の
と
お
り

コ
ー
ス
・
参
加
料
な
ど
／
下
表
の
と
お
り

■■
申
込
方
法
／

申
込
方
法
／
44
月月
2424
日
㈬
午
後

日
㈬
午
後
55
時
ま
で
に
要
項
添
付
の

時
ま
で
に
要
項
添
付
の

払
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み

払
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。、
ま
た
、
郵
便
振
替
・
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。、
ま
た
、
郵
便
振
替
・
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

はは
44
月月
1919
日
㈮
締
切
で
す
。

日
㈮
締
切
で
す
。

■■
申
込
場
所
／
▽
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

申
込
場
所
／
▽
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
▽
市
民
会
館
▽
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
▽
市
民
会
館
▽
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）
▽
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
▽
観
光
協

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）
▽
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
▽
観
光
協

会
（
市
役
所
内
）

会
（
市
役
所
内
）

※
大
会
当
日
も
参
加
申
し
込
み
を
受
け
付

※
大
会
当
日
も
参
加
申
し
込
み
を
受
け
付

　

け
ま
す
が
、
当
日
料
金
と
な
り
ま
す
。

　

け
ま
す
が
、
当
日
料
金
と
な
り
ま
す
。

※
不
参
加
の
場
合
で
も
、
参
加
料
・
臨
時

※
不
参
加
の
場
合
で
も
、
参
加
料
・
臨
時

　

バ
ス
料
金
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

　

バ
ス
料
金
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

■■
そ
の
他
／

そ
の
他
／

▽
雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
。

▽
雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
。

▽
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
コ
ー
ス
の
出
発
時
刻
に
合
わ
せ
て

▽
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
コ
ー
ス
の
出
発
時
刻
に
合
わ
せ
て

　

臨
時
バ
ス
（
有
料
）
を
運
行
し
ま
す
。
運
賃
は
コ
ー
ス
、

　

臨
時
バ
ス
（
有
料
）
を
運
行
し
ま
す
。
運
賃
は
コ
ー
ス
、

　

乗
車
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

乗
車
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽
参
加
賞
、
完
歩
賞
、
ト
ン
汁
・
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ
ス
な

▽
参
加
賞
、
完
歩
賞
、
ト
ン
汁
・
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ
ス
な

　

ど
の
お
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
お
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

▽
小
千
谷
の
ゴ
ー
ル
後
は
「
錦
鯉
の
里
」
を
無
料
見
学
、
十

▽
小
千
谷
の
ゴ
ー
ル
後
は
「
錦
鯉
の
里
」
を
無
料
見
学
、
十

　

日
町
の
ゴ
ー
ル
後
は
「
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館
」
に

　

日
町
の
ゴ
ー
ル
後
は
「
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館
」
に

　

割
引
料
金
で
入
館
で
き
ま
す
。

　

割
引
料
金
で
入
館
で
き
ま
す
。

▽
ゴ
ー
ル
後
、
ホ
テ
ル
千
景
・
十
日
町
市
キ
ナ
ー
レ
明
石
の

▽
ゴ
ー
ル
後
、
ホ
テ
ル
千
景
・
十
日
町
市
キ
ナ
ー
レ
明
石
の

　

湯
の
入
浴
券
（

　

湯
の
入
浴
券
（
2
0
0

2
0
0
円
）
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
小

円
）
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
小

　

千
谷
ゴ
ー
ル
場
所
か
ら
「
湯
ど
こ
ろ
ち
ぢ
み
の
里
」
ま
で

　

千
谷
ゴ
ー
ル
場
所
か
ら
「
湯
ど
こ
ろ
ち
ぢ
み
の
里
」
ま
で

　

送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。
正
規
料
金
の

　

送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。
正
規
料
金
の
2
0
0

2
0
0
円
引
き
（
大

円
引
き
（
大

　

人

　

人
7
0
0

7
0
0
円
、
小
学
生

円
、
小
学
生
3
0
0

3
0
0
円
）
で
入
場
で
き
ま
す
。

円
）
で
入
場
で
き
ま
す
。

■■
問
い
合
わ
せ
／
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
／
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）

8383
・・
0
0
7
7

0
0
7
7　　

コース 距離 出発場所 受付時間 出発時間 ゴール時間 ゴール場所 参加料

Ａ 50㎞
JR津南駅前
津南町営駐車場

午前5時30分～6時 午前6時30分

午後5時30分まで

サンプラザ

大人2,000円
（当日2,500円）
中学生以下1,500円
（当日1,800円）Ｂ 42.195㎞

十日町市立田沢
小学校体育館

午前6時～6時30分 午前7時

Ｃ 25㎞
十日町市
千手中央コミュ
ニティセンター

午前9時～9時30分 午前10時

大人1,500円
（当日2,000円）
中学生以下1,000円
（当日1,300円）Ｄ 23㎞

JR津南駅前
津南町営駐車場

十日町市
キナーレ

Ｅ 15㎞
十日町市立田沢
小学校体育館

午後3時まで 大人1,000円
（当日1,500円）
中学生以下500円
（当日800円）Ｆ 12㎞

小千谷市
総合体育館

午後4時まで サンプラザ

第26回信濃川河岸段丘ウォーク第26回信濃川河岸段丘ウォーク



▷
ほ
と
ん
ど
の
方
は
分
別
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
ゴ
ミ

　

を
出
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
は
、「
７
分
間
の
奇
跡
」
と

か
「
７
分
間
の
天
使
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
東
京
駅
で

折
り
返
し
運
転
と
な
る
新
幹
線
の
車
内
清

掃
、
整
備
を
、
７
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
内
に
素
早
く
仕
上
げ
る
作
業
や
、
そ

れ
に
携
わ
る
人
た
ち
の
こ
と
を
言
う
そ
う

で
す
。
み
な
さ
ん
も
東
京
駅
の
新
幹
線

ホ
ー
ム
で
、
実
際
に
ご
覧
に
な
っ
た
方
が

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
手
際
良
さ

は
何
度
見
て
も
感
心
す
る
素
晴
ら
し
い
も

の
で
、
海
外
に
も
報
道
さ
れ
て
有
名
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

先
日
も
、
出
張
の
帰
り
に
列
車
の
到
着

か
ら
始
ま
る
一
部
始
終
の
仕
事
を
と
く
と

拝
見
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
発
車
時
間
に

間
に
合
う
の
だ
ろ
う
か
、
と
多
少
は
ら
は

ら
し
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。
作
業
を
す

る
人
た
ち
の
懸
命
な
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い

る
と
、
少
し
で
も
早
く
仕
事
が
終
わ
る
よ

う
に
、
私
も
降
車
す
る
と
き
に
は
、
ご
み

を
一
つ
も
残
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、

と
改
め
て
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

我
が
家
で
利
用
し
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
明
ら
か
に
町
内
の
人
の
も

の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
ゴ
ミ
が
時
々
捨

て
ら
れ
ま
す
。
こ
ん
な
ゴ
ミ
は
、
当
然
な

が
ら
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
な
い

の
で
、
結
局
は
町
内
の
人
が
整
理
し
て
出

し
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
所
か
ま
わ
ぬ
ポ

イ
捨
て
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、

人
目
に
つ
か
な
い
場
所
で
の
大
型
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
も
依
然
と
し
て
絶
え
な
い
よ
う

で
、
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
る
市

民
に
は
許
し
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
ん
な

迷
惑
行
為
を
平
気
で
す
る
人
に
は
、
一
度

で
も
よ
い
か
ら
立
場
が
入
れ
替
わ
っ
て
、

他
人
の
捨
て
た
ゴ
ミ
を
片
づ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
時
の
自
分
の
姿
を
想
像

し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
、
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

（
谷
井　

靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す　

71
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作ってみてね！この料理

焼ききのこと水菜の和え物

＜材料＞（4人分）

生しいたけ   100㌘
しめじ   100㌘
水菜   120㌘
ゆず   少々
　　しょうゆ   大さじ1
　　だし汁   大さじ2
　　

＜作り方＞

❶　きのこは石づきを取り、グリルで焼き、しいた
　けは薄切り、しめじは小房に分ける。
❷　水菜は水洗いし、3㎝の長さに切る。
❸　材料Aを合わせ、❶と❷を和えてしばらくおき、
　ゆずの皮を散らす。

■献立・調理／小千谷市食生活改善推進委員

＜栄養価＞（1人分）

▷エネルギー20㌔㌍▷たんぱく質2.5㌘▷脂質0.3
㌘▷塩分0.7㌘

☞今月のワンポイント
　きのこは石づきを取り、切ってから、熱したフラ
イパンで炒めても構いません。水分が多く出るため、
油や水は加えずに炒めます。

A{
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

―　10

ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

　

市
は
、平
成
24
年
3
月
21
日
に
「
小

千
谷
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
暴
力
団
排
除
に
関
す
る

施
策
の
実
施
に
関
し
、
市
と
小
千
谷

警
察
署
が
連
携
し
て
進
め
て
い
く
た

め
、
2
月
15
日
㈮
に
、
必
要
な
事
項

を
定
め
た
合
意
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
相
互
の
連
携
を
強
化

し
、
暴
力
団
の
排
除
を
進
め
、
よ
り

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

小
千
谷
警
察
署
と
「
暴
力
団
排
除
措
置
を
講
ず
る
た
め

の
連
携
に
関
す
る
合
意
書
」
を
締
結
し
ま
し
た

▷
合
意
書
に
署
名
後
、
握
手
を

　

交
わ
す
山
野
小
千
谷
警
察
署

　

長
と
谷
井
市
長

　
　
　
　

思
い
っ
き
り
雪
遊
び

　

真
人
町
で
「
第
12
回
ザ
・
か
ま
く
ら
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
真
人
住
民
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
は
大
き
な
か
ま
く
ら
や

ジ
ャ
ン
ボ
す
べ
り
台
が
作
ら
れ
、
雪
の
中
で
も
お
お
ぜ
い
の
子
ど

も
が
集
ま
り
、
雪
遊
び
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
真
人
小
学
校
と
交
流

の
あ
る
東
京
都
墨
田
区
立
第

4
吾あ

づ
ま嬬
小
学
校
の
児
童
・
保

護
者
も
参
加
し
、
た
く
さ
ん

の
雪
に
驚
き
な
が
ら
も
、
雪

遊
び
を
楽
し
ん
で
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

／ 2　　9

雪原を照らす優しい光

　県道山谷片貝線脇山谷～坪野間の雪原で「山
谷・坪野ほんやら洞祭り」が開催されました。
　当日は朝から雪が降り続く悪天候となりました
が、会場には、地元の方などによって約2千個の
小さなかまくら「ほんやら洞」が作られました。

雪の降る雪原は、
ろうそくの灯りに
よって幻想的な世
界が広がり、訪れ
た観客を楽しませ
てくれました。
　午後7時30分と
8時には花火が打
ち上げられたほか、
町内会の方々によ
る出店やイベント
などもあり、会場
はとてもにぎわっ
ていました。

／ 2      9フィルムケースが雛人形に

　市民会館で子育て支援グループ「ゴリラサーク
ル」のみなさんによる「おひなさまつくり」が行
われ、大人と子ども合わせて28人が参加しました。
　この「おひなさまつくり」は毎年違う材料を使っ
て行われており、今回はカメラのフィルムの空き
ケースを利用しました。
　参加者は集中し、真剣な眼差しで取り組み、教
わったとおりに懸命に作業を進め、かわいらしい
手作りの雛人形を作ることができたようです。

／ 2    16



ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
新
校
舎　

　

4
月
1
日
か
ら
開
校
す
る
南
小
学
校
の

新
校
舎
が
完
成
し
、
そ
の
内
覧
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
お
子
さ
ん
を
通
わ
せ
る
予
定

の
保
護
者
、
地
域
の
方
々
な
ど
を
中
心
に
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
2
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
壁
や
床
な
ど
に
明
る
い
色
合

い
の
木
材
が
使
用
さ
れ
、
全
体
的
に
温
か

み
の
あ
る
印
象
で
し
た
。

　

内
覧
に
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
先
進
的

で
真
新
し
い
校
舎
に
驚
き
な
が
ら
も
、
そ

の
雰
囲
気
を
全
身
で
体
感
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

11　―　市報おぢや3月号

まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

一面に広がる鮮やかな絵紙

　雛人形を飾った部屋の壁一面に絵紙を飾る風習
を伝える「絵紙で彩る小千谷のひいなまつり」が
照専寺和順会館を中心として開催されました。
　開催期間中には保存会の方による解説会が行わ
れました。訪れた方々は、会場に飾られた絵紙を
1枚1枚ていねいに見て回り、歌舞伎や相撲など
が描かれた絵紙からみる時代背景や習俗などの説
明に熱心に耳を傾けていました。

　
　
　
　

英
語
で
楽
し
む
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

　

市
民
会
館
で
新
潟
国
際
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

協
会
に
よ
る
全
編
英
語
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
美
女
と
野
獣
」
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
新
潟
県
内
で
働
く
A
L
T（
外

国
語
指
導
助
手
）
の
み
な
さ
ん
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
う
も
の
で
、
収
益
は
発
展

途
上
国
の
学
校
支
援
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

シ
ー
ン
の
合
い
間
に
日
本
語
に
よ
る
あ

ら
す
じ
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
楽
し
い
ダ

ン
ス
や
流
行
曲
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
英

語
が
わ
か
ら
な
く
て
も
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

／ 2 24

／   2     24 ～大空へ華麗なV字飛行

　白山シャンツェで第22回小千谷ジャンプ大会が
開催され、市内外から9人の選手が参加しました。
　小学生以下の部はK点10ⅿの特設スモールヒル
で行われ、子どもたちが元気なジャンプを見せてく
れました。中学生以上の部はK点45ⅿのスモールヒ
ルで行われました。こちらは滑走距離が長く、選手
は風を切る音を立てながら、迫力のあるジャンプを
披露してくれました。

／ 3      3

／ 2 23
     ～

24

　
　
　
　

雪
の
上
の
運
動
会　

　

ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
（
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
）
前
広
場
と
東
小
千
谷
体
育
セ

ン
タ
ー
で
「
東
小
千
谷
地
区
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
小
千
谷
地

区
の
5
つ
の
公
民
館
分
館
（
木
津
、

横
渡
、
浦
柄
、
薭
生
、
東
小
千
谷
）

で
組
織
す
る
「
公
民
館
東
小
千
谷
地

区
五
分
館
連
絡
協
議
会
」
に
よ
っ
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
雪
上
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
や
幼
児
レ
ー
ス
、
消
防
は

し
ご
車
の
試
乗
体
験
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
雪
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り

の
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た

が
、
地
域
内
外
か
ら
お
お
ぜ
い
の
方

が
訪
れ
、
雪
上
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

／ 3　　3
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育成医療と未熟児養育医療の給付申請窓口が変わります
　4月1日より、育成医療・養育医療給付制度の申請窓口が、県から小千谷市へ変更となります。

●育成医療給付制度

　身体に障がいのある児童、またはそのまま放置すると将来障がいを残すと認められる疾患がある児童（18
歳未満）で、その障がいを除去・軽減する手術などの治療によって確実に治療効果が期待できるものに対して、
指定育成医療機関で治療した医療費の一部を助成するものです。治療開始前に申請してください。
■給付対象となる障がい区分と主な医療／下表のとおり。ただし、下表の疾患以外でも対象となることがあり
　ますので、指定医療機関の医師に相談してください。

■自己負担額／原則として総医療費の1割が自己負担となりますが、世帯の所得による負担上限月額があります。
■申請に必要なもの／
▷自立支援医療（育成医療）意見書（指定医療機関の医師が記入したもの）
▷加入医療保険証（国民健康保険加入者の場合は世帯全員のもの。健康保険の場合は受診者と被保険者のもの）
▷同意書（住民記録や課税状況の確認のため）
▷印鑑
■申請・問い合わせ／社会福祉課福祉係 83-3517

●未熟児養育医療給付制度

　出生時の赤ちゃんの体重が2,000g以下、または2,000gを超えていても生活力が弱いため、指定医療機関
の医師が入院養育を必要と認めた場合に医療費の一部を助成するものです。
■給付内容・自己負担額／保険診療分の自己負担分を給付します。ただし、世帯の所得による自己負担金があ
　り、市が保護者に請求させていただきますので、納入してください。
■申請に必要なもの／
▷養育医療意見書（指定医療機関の医師が記入したもの）
▷世帯調書
▷同意書（住民記録や課税状況の確認のため）
▷乳児と同一世帯の父母、祖父母の所得税を確認できる書類
▷乳児の健康保険証
▷印鑑
■申請・問い合わせ／健康センター予防係 83-3640

障がい区分 主な医療（例示）

視覚障がい ○白内障、先天性緑内障、眼瞼欠損、斜視など→手術など

聴覚平衡機能障がい ○先天性耳奇形→形成術（聴覚平衡機能障がいの除去・軽減する手術などであること）

○高度難聴→人工内耳埋込術

音声・言語・そしゃく機能の障がい ○口蓋裂など→形成術

○唇顎口蓋裂に起因した音声・言語機能障がいを伴う者であって、鼻咽腔閉鎖機能不全
　に対する手術以外に歯科矯正が必要な者→歯科矯正

肢体不自由 ○先天性股関節脱臼、内反足、斜頚、多（合）指（趾）症、脊椎側彎症、水頭症、くる病（骨
　軟化症）などに対する関節形成術、関節置換術、義肢装着のための切断端形成術など

内部障がい 心臓 ○先天性心疾患→弁口、心室心房中隔に対する手術

○後天性心疾患→ペースメーカー埋込み手術

◎心臓移植後の抗免疫療法

腎臓 ◎腎機能障がい→人工透析療法

◎腎移植術（抗免疫療法含む）

小腸 ◎中心静脈栄養法

肝臓 ◎肝臓移植後の抗免疫療法

免疫 ◎抗HIV 療法、免疫調節療法、その他HIV 感染症に対する治療

その他の先天性
内臓障がい

○先天性食道閉鎖症、先天性腸閉鎖症、鎖肛、巨大結腸症、尿道下裂、停留精巣（睾丸）、
　漏斗胸など→尿道形成、人工肛門の造設などの外科手術

※　◎印は、疾病、症状などから高額治療継続者に該当するもの。



4月1日から原動機付自転車の引き取り
を廃止します

　原動機付自転車（50㏄）は不燃粗大ごみと
して引き取りを行っていましたが、4月1日か
らは他の二輪車と同じように、以下の問い合わ
せ先へ確認し、廃棄してください。
■問い合わせ／
▷廃棄二輪車取扱店
　（店頭に指定マークの
　ある店舗）
▷二輪車リサイクルコールセンター
　 03-3598-8075
　 http://www.jarc.or.jp/motorcycle/

※この二輪車リサイクルマークの
　ある車両は、廃棄時にリサイク
　ル料金の負担はありません。
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お知らせ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み
（
プ
ラ
ご
み
）
の
品
質
再
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

再
資
源
化
さ
れ
る
プ
ラ
ご
み
は
定
期
的
に
㈶
日
本
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
よ
る
品
質
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
24
日
に
行
わ
れ
た
品
質
検
査
で
は
、
プ
ラ
ご
み

の
品
質
は
最
高
で
あ
る
「
A
」
評
価
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ガ
ラ
ス
片
な
ど
の
危
険
物
が
混
入
し
て
い
る
と
指
摘
を
受

け
、
今
年
1
月
23
日
に
再
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
前
回
と
同
様
に
品
質
は
「
A
」
評
価
で
、
危
険
物
な
ど
の

混
入
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
に
、
大
部
分
が
良
好
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
部
の
分
別
間
違
い
で
全
体
の
評
価
が
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
分
別
を
確
認
し
、
一
人
ひ
と
り
が

リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
を
高
く
持
ち
ま
し
ょ
う
！

プ
ラ
ご
み
の
出
し
方
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み
か
確
認

　

し
ま
し
ょ
う

▽
プ
ラ
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
か
？

▽
商
品
を
包
ん
で
い
た
容
器
包
装
で
す
か
？

②
汚
れ
を
落
と
し
ま
し
ょ
う

　

汚
れ
や
内
容
物
を
取
り
除
き
、
軽
く
洗
っ
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

③
二
重
袋
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

ご
み
を
ま
と
め
る
時
は
袋
か
ら
出
し
て
、
ひ
と

つ
の
袋
に
移
し
替
え
ま
し
ょ
う
。

　

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係

　

83
・
3
5
0
9

新
潟
県
県
単
医
療
費
（
県
障
・
県
親
・
県
老
・
県
子
）

助
成
方
法
の
一
部
を
変
更
し
ま
す

　

現
在
、
新
潟
県
県
単
医
療
費
助
成
事
業
の
う
ち
訪
問
看
護
療

養
費
助
成
は
、
市
町
村
窓
口
で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
が
、

平
成
25
年
4
月
療
養
費
分
か
ら
は
、
事
業
者
の
方
へ
受
給
者
証

を
提
示
い
た
だ
く
こ
と
で
申
請
手
続
き
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
福
祉
係

83
・
3
5
1
7

軽
自
動
車
税
の
異
動
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
4
月
1
日
現
在
で
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
車
両
を
他
人
に

譲
っ
た
り
、
廃
棄
し
た
と
き
は
、
名
義
変
更
や
廃
車
の
届
け
出

を
し
な
い
と
、
前
の
所
有
者
や
廃
棄
し
た
車
両
に
引
き
続
き
税

金
が
か
か
り
ま
す
。
異
動
の
あ
っ
た
方
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
異
動
手
続
き
に
つ
い
て
：
必
要
書
類
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の

　

で
、表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
受
付
場
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
：
税
務
課
管
理
収
納
係

83
・
3
5

　

0
8

車
種

受
付
場
所

電
話
番
号

原
動
機
付
自
転
車

（
1
2
5
㏄
以
下
）

税
務
課

83
・
3
5
0
8

小
型
特
殊
自
動
車

（
農
耕
用
・
そ
の
他
）

二
輪
の
軽
自
動
車

（
1
2
5
㏄
超

2
5
0
㏄
以
下
）

全
国
軽
自
動
車
協

会
連
合
会
長
岡
分

室

23
・
3
1
1
5

四
輪
・
三
輪
の
軽

自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協

会
長
岡
支
所

22
・
0
5
5
5

二
輪
の
小
型
自
動

車
（
2
5
0
㏄
超
）
新
潟
運
輸
支
局
長

岡
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所

0
5
0
・
5
5

4
0
・
2
0
4
1

（
音
声
案
内
）

△実際の検査作業状況（秋田県湯沢市・湯沢
　クリーンセンター）
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　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に開
　催の場合：正午～

健診名健診名 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 持ち物持ち物 その他その他
4か月児
健康診査

平成24年
11月生まれ

4月11日㈭ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成24年
5月生まれ

4月10日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成23年
9月生まれ

4月25日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成23年
3月生まれ

4月24日㈬   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成22年
3月生まれ

4月23日㈫ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

  44月月
乳幼児の健康診査日程

う
ぶ
ご
え
（
ハ
ッ
ピ
ー
パ
パ
マ
マ
）
教
室

　

妊
婦
や
そ
の
夫
、
1
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん

な
ど
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。

　

助
産
師
と
一
緒
に
出
産
や
子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
参

加
者
同
士
話
し
合
い
で
気
軽
に
不
安
解
消
で
き
る
機
会
で
す
。

今
回
は
手
作
り
ス
イ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す
。
お
い
し
く
楽
し
く
交

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
4
月
16
日
㈫
午
前
9
時
40
分
〜
11
時
45
分
（
受
付
：

午
前
9
時
30
分
〜
）

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
助
産
師
の
講
話
と
座
談
会
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
、
ス

イ
ー
ツ
タ
イ
ム
な
ど
（
男
性
参
加
者
は
妊
婦
体
験
や
簡
単
な
育

児
体
験
が
で
き
ま
す
）

■
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳

■
申
込
締
切
／
4
月
12
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン

タ
ー
保
健
係

83
・
3
6
4
0

お
ぢ
や
保
育
園
内
覧
会

お
ぢ
や
保
育
園
内
覧
会

　　

44
月月
11
日
か
ら
開
園
す
る
「
お
ぢ
や
保
育

日
か
ら
開
園
す
る
「
お
ぢ
や
保
育

園
」
の
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
内
覧

園
」
の
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
内
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
ぢ
や
保
育
園
は
小
千
谷
幼
稚
園

　

な
お
、
お
ぢ
や
保
育
園
は
小
千
谷
幼
稚
園

と
連
携
し
、「
小
千
谷
認
定
こ
ど
も
園
」
と

と
連
携
し
、「
小
千
谷
認
定
こ
ど
も
園
」
と

し
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

し
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

■■
日
時
／

日
時
／
33
月月
2222
日
㈮
・

日
㈮
・
2323
日
㈯
両
日
と

日
㈯
両
日
と

も
午
前

も
午
前
99
時
〜
午
後

時
〜
午
後
55
時時

■■
所
在
地
／
平
成

所
在
地
／
平
成
22
丁
目
丁
目
33
番番
3535
号
（
小
千
谷
幼
稚
園
隣
）

号
（
小
千
谷
幼
稚
園
隣
）

■■
そ
の
他
／

そ
の
他
／

▽
申
込
は
不
要
で
す
。
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
は
不
要
で
す
。
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
幼
稚
園

問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
幼
稚
園

8282
・・
7
6
2
5

7
6
2
5

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
・

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
・
11
期
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
平
成

期
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
平
成

2525
年
度
は
昼
の
部
・
夜
の
部
、
そ
れ
ぞ
れ

年
度
は
昼
の
部
・
夜
の
部
、
そ
れ
ぞ
れ
33
回
（
回
（
11
期
・
期
・
22
期
・
期
・

33
期
）
開
催
予
定
で
す
。

期
）
開
催
予
定
で
す
。

■■
対
象
／
市
内
に
在
住

対
象
／
市
内
に
在
住
･･
在
勤
の
方
（
高
校
生
以
下
は
除
く
）

在
勤
の
方
（
高
校
生
以
下
は
除
く
）

※※
22
期
・
期
・
33
期
は
、
年
度
内
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
に
初
め
て
参
加

期
は
、
年
度
内
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
に
初
め
て
参
加

　

さ
れ
る
方
を
優
先
し
て
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
れ
る
方
を
優
先
し
て
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■■
申
込
方
法
／
参
加
料
を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。
電
話
で
の
申

申
込
方
法
／
参
加
料
を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。
電
話
で
の
申

し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
総

問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
総

合
体
育
館
内
）

合
体
育
館
内
）

8383
・・
0
0
7
7

0
0
7
7

○
昼
の
部

○
昼
の
部

■■
日
時
日
時
／／
44
月月
2525
日
〜
日
〜
77
月月
1111
日
（
毎
週
木
曜
日
、
計

日
（
毎
週
木
曜
日
、
計
1212
回
）
午

回
）
午

前前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜
1111
時時
3030
分分

■■
会
場
／
総
合
体
育
館
軽
運
動
場

会
場
／
総
合
体
育
館
軽
運
動
場

■■
定
員
／

定
員
／
5050
人人

■■
参
加
料

参
加
料
／／
5
0
0
0

5
0
0
0
円円

■■
申
込
開
始
日
／

申
込
開
始
日
／
33
月月
1414
日
㈭
日
㈭

■■
保
育
ル
ー
ム
／
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。
利
用
希
望
の
方

保
育
ル
ー
ム
／
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。
利
用
希
望
の
方

は
参
加
申
し
込
み
と
と
も
に

は
参
加
申
し
込
み
と
と
も
に
33
月月
3131
日
㈰
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

日
㈰
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
（

だ
さ
い
。
定
員
（
66
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
子
ど

人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
子
ど

もも
11
人
に
つ
き

人
に
つ
き
11
回回
3
0
0

3
0
0
円
。当
日
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

円
。当
日
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
夜
の
部

○
夜
の
部

■■
日
時
日
時
／／
44
月月
1919
日
〜
日
〜
77
月月
1212
日
（
祝
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
、

日
（
祝
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
、

計計
1212
回
）
午
後

回
）
午
後
77
時時
3030
分
〜
分
〜
88
時時
3030
分分

■■
会
場
／
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

会
場
／
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

■■
定
員
／

定
員
／
8585
人人

■■
参
加
料

参
加
料
／／
4
0
0
0

4
0
0
0
円円

■■
申
込
開
始
日

申
込
開
始
日
／／
33
月月
1515
日
㈮
日
㈮

44
月
か
ら
教
室
の
運
営
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

月
か
ら
教
室
の
運
営
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
こ
い
こ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
お
ぢ
や
」
が
行
う
予
定
で
す
。

「
こ
い
こ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
お
ぢ
や
」
が
行
う
予
定
で
す
。



お知らせ

■まちのうごき（2月28日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

25年2月 過去10年
の平均

25年2月
まで

24年2月
まで

25年2月
まで

24年2月
まで

男 18,966人(－32) 出生 15人 平均気温 －0.3℃ 0.9℃
火災 1件 0件

件数 21件 22件

女 19,510人(－18) 死亡 54人 最高気温 10.2℃ 12.5℃ 死者 0人 0人

合計 38,476人(－50) 転入 41人 最低気温 －7.6℃ －6.9℃
救急 274件 284件

傷者 28人 24人

世帯数 12,772世帯(＋1) 転出 52人 降水量月計 230.0㎜ 183.5㎜

15　―　市報おぢや3月号

※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

住
所
異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

異
動
の
届
出
が

必
要
な
と
き

必
要
な
届
出

他
市
区
町
村
ま

他
市
区
町
村
ま

た
は
海
外
へ
転

た
は
海
外
へ
転

出
す
る
と
き

出
す
る
と
き

転
出
届

転
出
届

※
転
出
す
る

※
転
出
す
る
1414
日
前
か
ら
受
け

日
前
か
ら
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。

　

付
け
て
い
ま
す
。

他
市
区
町
村
ま

他
市
区
町
村
ま

た
は
海
外
か
ら

た
は
海
外
か
ら

転
入
し
た
と
き

転
入
し
た
と
き

転
入
届

転
入
届

※
転
入
し
た
日
か
ら

※
転
入
し
た
日
か
ら
1414
日
以
内

日
以
内

　

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
他
市
区
町
村
か
ら
の
転
入
の

※
他
市
区
町
村
か
ら
の
転
入
の

　

場
合
は
、
必
ず
前
住
所
地
で

　

場
合
は
、
必
ず
前
住
所
地
で

　

転
出
手
続
き
を
済
ま
せ
て
か

　

転
出
手
続
き
を
済
ま
せ
て
か

　

ら
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ら
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
住
所
が

市
内
で
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き

変
わ
っ
た
と
き

転
居
届

転
居
届

※
転
居
し
た
日
か
ら

※
転
居
し
た
日
か
ら
1414
日
以
日
以
内内

　

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
人
／
本
人
、
世
帯
主
ま
た
は
同
居
の
親
族

■
届
出
場
所
／
市
民
生
活
課
、
支
所
、
連
絡
所

■
持
ち
物
／
届
出
人
の
印
鑑
、
届
出
人
の
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
証
・
国
民
年
金
手
帳
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
・
介
護
保
険
証
、
住
民

　

基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
該
当
の
も
の

※
転
入
届
の
場
合
は
、
前
住
所
地
市
区
町
村
発
行
の

　

転
出
証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
登
録
を

　

さ
れ
て
い
る
方
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）、
海

　

外
か
ら
の
転
入
の
場
合
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
市
民
係

83
・
3
5

0
9

市
役
所
窓
口
業
務
時
間
延
長

　

転
入
・
転
出
な
ど
に
伴
い
、
各
種
届
出
を
す
る

機
会
が
多
く
な
る
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
、
市

役
所
窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
／
3
月
25
日
㈪
〜
4
月
5
日
㈮
（
土
、

日
曜
日
を
除
く
）

■
業
務
を
延
長
す
る
時
間
／
午
後
7
時
ま
で

■
業
務
を
延
長
す
る
課
と
主
な
業
務
内
容
／

窓
口
業
務
時
間
を
延

長
す
る
課

主
な
業
務
内
容

市
民
生
活
課

83
・
3
5
0
9

戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑

登
録
、
旅
券
に
関
す
る

こ
と

保
健
福
祉
課

83
・
4
0
6
0

国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
、
国

民
年
金
に
関
す
る
こ
と

税
務
課

83
・
3
5
0
8

納
税
・
所
得
の
証
明
に

関
す
る
こ
と

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
日
に
対
応
で
き
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

住
民
票
な
ど
は
土
・
日
・
祝
日
も
発
行

住
民
票
な
ど
は
土
・
日
・
祝
日
も
発
行

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

　

住
民
票
交
付
セ
ン
タ
ー
（
土
川

　

住
民
票
交
付
セ
ン
タ
ー
（
土
川
11
丁
目
／
市
立

丁
目
／
市
立

図
書
館
内
）
で
は
、
土
・
日
・
祝
日
（
月
曜
日
は

図
書
館
内
）
で
は
、
土
・
日
・
祝
日
（
月
曜
日
は

除
き
ま
す
）
も
住
民
票
な
ど
の
発
行
を
行
っ
て
い

除
き
ま
す
）
も
住
民
票
な
ど
の
発
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

■
窓
口
業
務
時
間
／
図
書
館
開
館
日
の
午
前

窓
口
業
務
時
間
／
図
書
館
開
館
日
の
午
前
1010
時時

〜
午
後

〜
午
後
66
時
（
休
館
：
毎
週
月
曜
日
）

時
（
休
館
：
毎
週
月
曜
日
）

■
発
行
す
る
も
の
／

発
行
す
る
も
の
／

▽
住
民
票
（
ご
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
の
も

▽
住
民
票
（
ご
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
の
も

　

の
に
限
り
ま
す
）

　

の
に
限
り
ま
す
）

▽
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）・
戸
籍

▽
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）・
戸
籍  

　

個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄
本
）
※
い
ず
れ
も

　

個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄
本
）
※
い
ず
れ
も

　

ご
本
人
ま
た
は
同
一
戸
籍
の
方
の
も
の
に
限
り

　

ご
本
人
ま
た
は
同
一
戸
籍
の
方
の
も
の
に
限
り

　

ま
す
。

　

ま
す
。

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
（
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
が
必
要

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
（
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
が
必
要

　

で
す
）

　

で
す
）

■
そ
の
他
／
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
ご
本
人
確
認

そ
の
他
／
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
ご
本
人
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
や

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
▽
市
民
生
活
課
市
民
係

問
い
合
わ
せ
／
▽
市
民
生
活
課
市
民
係

8383
・・

3
5
0
9
▽

3
5
0
9
▽
図
書
館

図
書
館

8282
・・
2
7
2
4

2
7
2
4

子育て支援ガイドブック
を配布します

　市では、子
育て・福祉の
相談窓口、支
援制度などを
紹介する「子
育て支援ガイ
ドブック」を、

広告掲載事業所からのご協力
により、㈱サイネックスと共
同で作成しましたので、次の
とおり配布します。
■対象／主に小学校2年生以
　下のお子さんがいる世帯
■配布方法／小学校、幼稚園、
　保育園経由で配布します。
※お子さんが幼稚園、保育園
　に通園していない世帯でご
　希望の方には、健康センタ
　ー、わんパーク、市社会福
　祉課で配布しています。
■問い合わせ／社会福祉課子
　育て支援係 83-3517



問　題
　「門番」という意味があり、悩んでいる人に気
づき、声をかけ、話を聴いて見守る人のことを何
と呼ぶでしょう？
①ハウスキーパー　　②ゴールキーパー
③ゲートキーパー
（ヒントは5ページ）
■応募先／〒947-8501
　小千谷市役所企画政策課秘書広報係あて（住所
は記載不要です）
■締切／
　3月22日㈮（当日消印有効）
　2月号の答えは①「市民提案箱」でした。抽選
の結果、次の方々が当選しました。
　阿部弘子さん　市村正平さん　松尾玲子さん

●
今
冬
も
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
雪
と
な

り
ま
し
た
。
取
材
に
行
っ
て

も
天
候
は
雪
ば
か
り
で
悩
ま

さ
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
子
ど

も
た
ち
の
い
い
笑
顔
が
撮
れ

た
と
思
っ
て
も
、
後
で
写
真

を
見
る
と
降
り
し
き
る
雪
で

顔
が
隠
れ
て
い
た
り
…
。
ま

た
精
密
機
械
で
あ
る
カ
メ
ラ

に
、
雪
が
付
着
し
な
い
よ
う

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
時

期
の
ス
キ
ー
大
会
や
屋
外
イ

ベ
ン
ト
は
、
雪
が
な
く
て
は

成
り
立
た
な
い
の
で
、
多
少

の
雪
に
は
我
慢
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

よ

●
今
年
の
風
船
一
揆
は
大
雪

と
強
風
に
よ
っ
て
競
技
フ
ラ

イ
ト
、
一
部
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
・
変
更
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
出

を
心
配
し
な
が
ら
向
か
っ
た

平
沢
会
場
で
私
が
見
た
の
は
、

お
お
ぜ
い
の
子
ど
も
た
ち
が

ジ
ャ
ン
ボ
雪
す
べ
り
台
で
遊

ぶ
姿
で
し
た
。
み
ん
な
目
を

キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
、
雪
山
を

登
っ
て
は
滑
り
、
登
っ
て
は

滑
り
。
会
場
は
寒
か
っ
た
け

ど
、
そ
の
楽
し
そ
う
な
表
情

を
見
て
元
気
を
も
ら
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。
春
は
近
い
は

ず
。
私
た
ち
大
人
も
負
け
ず

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
い

●
2
月
末
、
久
し
ぶ
り
の
冬

晴
れ
と
な
っ
た
日
に
、
取
材

で
塩
谷
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

市
街
地
の
雪
も
多
い
と
は
い

え
、
家
の
屋
根
以
外
を
す
っ

ぽ
り
と
隠
し
て
し
ま
う
ほ
ど

の
雪
壁
の
高
さ
に
は
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
過
酷
な
土
地
だ
か
ら

こ
そ
、
雪
国
な
ら
で
は
の
す

ば
ら
し
い
絶
景
も
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

き
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編
集
室
だ
よ
り

ちぢみの里の利用券が当たる

解答をはがきでお送りください。正解者の中から、
抽選で3人にちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当はうれしいのですが…

　二月二十七日、二十八日の久しぶりの陽射しに、今までちぢこまってい
た気持ちも晴れる思いがして、春は水場からとばかり、川井大橋まできて
信濃川沿いの細島を描きました。
　まだまだ雪深い景色ですが、それでも私は、小さな春が見えてきたよう
な気がして嬉しくなりました。
　街では、「オラコの屋根雪の量

かさ

を見るとオッカナなるども、ここまできた
すけがまんするて」てな声も聞こえます。
　ホンに、そうだっきゃいいろもね。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４５３

川井大橋より
細島を見る


